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近
年
、
日
本
か
ら
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
や
古

紙
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
再
生
資
源

の
輸
出
が
急
増
し
、
ま
た
、
中
古
品
と
し

て
の
自
動
車
、
家
電
な
ど
の
輸
出
も
増
加

し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
日
本
国
内
の
再

生
資
源
の
価
格
の
上
昇
、
日
本
国
内
の
リ

サ
イ
ク
ル
業
者
が
再
生
資
源
を
入
手
で
き

な
い
な
ど
の
影
響
が
で
て
き
て
い
る
。
一

方
、
ア
ジ
ア
地
域
に
進
出
し
た
日
系
企
業

の
中
に
は
、
当
該
地
域
で
廃
棄
物
が
適
切

新
刊
紹
介

に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
日

本
へ
廃
棄
物
を
送
り
返
す
と
こ
ろ
も
で
て

き
た
。
こ
の
よ
う
に
国
際
的
に
取
引
さ
れ

て
い
る
循
環
資
源
（
中
古
品
お
よ
び
再
生

資
源
）
の
多
く
は
、
適
切
に
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
再
生
資
源
と
い
う
名
目
で
リ

サ
イ
ク
ル
不
可
能
な
廃
棄
物
が
輸
出
さ
れ
、

あ
る
い
は
、
非
有
害
再
生
資
源
や
中
古
品

の
名
目
で
有
害
な
廃
棄
物
が
輸
出
さ
れ
、

不
適
正
に
処
理
・
処
分
さ
れ
て
い
る
場
合

も
あ
る
。
ま
た
、
越
境
移
動
し
た
循
環
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
過
程
で
汚
染
も
生
じ

て
い
る
。

本
書
で
は
、
こ
の
よ
う
な
循
環
資
源
の

貿
易
を
取
り
巻
く
状
況
を
概
観
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
課
題
を
抽
出
し
政
策
提
言
を

行
っ
た
。

第
一
章
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
循
環
資
源

貿
易
│
現
状
と
課
題
」（
小
島
道
一
）
は
、

各
国
の
再
生
資
源
の
貿
易
量
を
比
較
し
、

再
生
資
源
・
中
古
品
の
貿
易
規
制
を
概
観

し
て
い
る
。
ま
た
、
循
環
資
源
の
越
境
移

動
に
伴
う
問
題
を
概
説
し
て
い
る
。

第
二
章
「
日
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
法
制
と

循
環
資
源
の
貿
易
」（
寺
園
淳
）
で
は
、

日
本
の
循
環
資
源
の
輸
出
状
況
に
つ
い
て
、

特
に
各
種
の
リ
サ
イ
ク
ル
法
と
の
関
連
性

に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

第
三
章
「
再
生
資
源
輸
入
大
国　

中

国
」（
吉
田
綾
）
で
は
、
日
本
の
み
な
ら

ず
世
界
中
か
ら
大
量
に
再
生
資
源
を
輸
入

し
て
い
る
中
国
の
状
況
を
紹
介
す
る
。
輸

出
国
と
協
調
し
た
再
生
資
源
の
越
境
移
動

の
管
理
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

第
四
章
「
再
生
資
源
・
中
古
品
貿
易
の

中
継
地
と
し
て
の
香
港
」（
小
島
道
一
・

吉
田
綾
）
で
は
、
中
国
へ
の
再
生
資
源
の

中
継
地
と
な
っ
て
い
る
香
港
を
と
り
あ
げ
、

不
適
正
な
越
境
移
動
を
管
理
す
る
う
え
で
、

香
港
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
大
き
い
こ
と

を
指
摘
す
る
。

第
五
章
「
台
湾
に
お
け
る
金
属
廃
棄
物

再
生
業
の
盛
衰
・
海
外
移
転
と
国
際
貿

易
」（
寺
尾
忠
能
）
で
は
、
一
九
九
○
年

前
後
に
再
生
資
源
を
大
量
に
輸
入
し
て
い

た
も
の
の
、
汚
染
を
契
機
に
輸
入
を
規
制

し
た
台
湾
に
つ
い
て
取
り
扱
う
。
環
境
規

制
の
執
行
、
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
発
達
の

状
況
に
応
じ
て
、
循
環
資
源
の
輸
入
規
制

を
緩
和
す
る
方
向
に
あ
る
点
は
、
今
後
の

循
環
資
源
貿
易
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、

参
考
と
な
る
事
例
で
あ
る
。

第
六
章
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
循
環

資
源
の
越
境
移
動
」（
小
島
道
一
）
で
は
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
循
環
資
源
の
規
制
状

況
、
不
適
正
な
越
境
移
動
事
例
な
ど
に
つ

い
て
概
観
し
、
再
生
資
源
、
有
害
廃
棄
物
、

中
古
品
の
越
境
移
動
に
関
す
る
各
国
の
姿

勢
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
七
章
「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
廃
棄
物
の
越

境
移
動
規
制
と
ア
ジ
ア
」（
小
島
道
一
・

吉
田
綾
）
で
は
、
ア
ジ
ア
に
比
べ
、
有
害

廃
棄
物
、
再
生
資
源
の
越
境
移
動
が
ス
ム

ー
ズ
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
て

い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況
を
紹
介
し
、
有

害
廃
棄
物
の
越
境
移
動
を
管
理
す
る
た
め

の
ア
ジ
ア
域
内
協
力
の
強
化
の
必
要
性
を

指
摘
し
て
い
る
。

国
際
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
進
展
に
伴
い
、

各
国
国
内
で
推
計
さ
れ
て
い
る
リ
サ
イ
ク

ル
率
だ
け
で
は
、
循
環
型
経
済
・
社
会
を

評
価
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
第
八
章
「
国
際
リ
サ
イ
ク
ル
と
そ
の

指
標
」（
山
下
英
俊
）
で
は
、
国
際
的
リ

サ
イ
ク
ル
の
展
開
を
踏
ま
え
て
、
循
環
型

経
済
を
評
価
す
る
指
標
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。

第
九
章
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
適
切
な
資

源
循
環
に
向
け
て
」
で
は
、
ア
ジ
ア
地
域

の
循
環
型
社
会
形
成
に
む
け
て
、
ど
の
よ

う
な
措
置
が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
、
第

一
章
か
ら
第
八
章
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
産

業
の
汚
染
対
策
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
と

と
も
に
、
循
環
資
源
の
越
境
移
動
に
関
す

る
規
制
に
つ
い
て
は
、
規
制
強
化
が
必
要

な
部
分
と
簡
素
化
が
必
要
な
部
分
の
両
方

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。

二
○
○
五
年
四
月
末
に
開
か
れ
た
３
Ｒ

閣
僚
会
合
で
、
日
本
政
府
は
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ

行
動
計
画
」
を
発
表
し
、
二
○
一
二
年
ま

で
に
「
東
ア
ジ
ア
循
環
型
社
会
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
す
る
こ
と
や
、
東
ア
ジ
ア
各

国
に
お
け
る
「
循
環
型
社
会
形
成
の
た
め

の
ビ
ジ
ョ
ン
／
計
画
」
の
策
定
等
を
支
援

す
る
方
針
を
示
し
た
。
ま
た
、
経
済
産
業

省
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
で
も
、
よ
り
具
体

的
に
リ
サ
イ
ク
ル
分
野
の
技
術
移
転
の
可

能
性
を
探
る
事
業
や
循
環
資
源
の
越
境
移

動
管
理
の
モ
デ
ル
的
な
事
業
を
展
開
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
本
書
が
、
今
後
の
国
際

的
な
３
Ｒ
推
進
の
方
向
性
を
考
え
る
材
料

の
一
つ
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
こ 

じ
ま　

み
ち
か
ず
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

小
島
道
一
編
『
ア
ジ

ア
に
お
け
る
循
環
資

源
貿
易
』
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
、
二
○
○

五
年

小
島
道
一


